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研究成果の概要（和文）：ヴィルヘルム・フォン・フンボルトの『教養』理念がいかに形成され

たのか、彼の青年期における社交性問題との関連から分析を行った。まずフンボルトらが結成

した「育徳（美徳）同盟」の思想史的および社会史的背景を明らかにした。次に「同盟」に所

属した主要人物が織りなす人間関係の力学について明らかにした。それによって、フンボルト

の「教養」理念の本質要因として、自立した個人と個人の結合という社交性が措定されている

ことが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：About “culture”idea of Wilhelm von Humboldt having been formed 
how, analysis was conducted from relation with the sociality problem in his adolescence. 
The history of ideas social background of a“virtue alliance” which Humboldt and others 
formed first was clarified. Next, it clarified about the dynamics of the human relations 
which the leading figure who belonged to the “alliance” weaves. It became clear that 
the sociality of combination of the independent individual and the independent individual 
is supposed as an essential factor of “culture” idea of Humboldt by it. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、「ドイツにおける『教養・人間
形成』（Bildung）概念の成立と展開」という
全体構想に位置づけられるものである。ドイ
ツ教育学の基礎概念としての「教養・人間形

成」（Bildung）概念は、およそ 18 世紀末に
成立し、多様な概念内容を含意しつつ今日に
至っている。「『教養・人間形成』(Bildung)
とは何か」という問いは常に繰り返されてき
た歴史的な問いであり、同時にアクチュアル



な問いでもある。本研究は、その成立に多大
な貢献をしたヴィルヘルム・フォン・フンボ
ルト（Wilhelm von Humboldt, 1767-1835）
の「教養」理念形成を跡づけることによって、
フンボルトが、当時描いた「人間の教養」と
は何なのか、を明らかにしようとするもので
ある。 

ヴィルヘルム・フォン・フンボルトは、思
想家、言語学者、外交官、教育行政官などの
多様な顔を持ち、様々な側面で研究されてい
る。1810 年に創立したベルリン大学の理念を
今日の大学改革の現状において、どのように
評価するかという観点で、常に論じられてき
た。また言語学研究の最近の業績としては、
斉藤渉『フンボルトの言語研究－有機体とし
ての言語』京都大学学術出版会、2001 年など
がある。またフンボルトは、フランス革命直
後のドイツ・フランスの政治的・社会的状況
を踏まえて、人間形成を重視した国家論（『国
家機能限界論』1792）を執筆したが、その現
代的意義については、ドイツ本国でも研究さ
れている（Dietrich Spitta:Menschenbildung 
und Staat,2006 参照）。さて、研究代表者が
この研究を開始するにあたって、注目したの
は、Peter Weisz:Beziehungserfahrung und 
Bildungstheorie, 2005である。この著作は、
1787-1797 年におけるヴィルヘルム・フォ
ン・フンボルトとその妻カロリーネとの往復
書簡を丹念に読み込む中で、両者による経験
がいかにフンボルトの「教養」理念形成に寄
与したかを明らかにしようとしたものであ
る。  

こうした文献を手がかりに研究代表者は
ヴィルヘルム・フォン・フンボルトの『教養』
理念がいかに形成されたのか、とりわけ彼の
青年期における社交性問題との関連からよ
り詳細に分析をおこなうこととしたのであ
る。「育徳（美徳）同盟」を介して出会い、
婚約・結婚に至った二人だが、その具体的な
事実等がフンボルトの「教養」理念形成に、
とりわけ彼の『国家機能限界論』などの初期
の著作等にいかに組み込まれているかにつ
いて、本格的に研究している研究は寡聞にし
て知らない。その意味でフンボルトの「教養」
理念の形成過程を明らかにする上で本研究
は独自性を有するといえる。 
 
２．研究の目的 

本研究の第１の課題は、フンボルトらが結
成した「育徳（美徳）同盟」(Tugendbund)の
思想史的・社会史的背景について明らかにす
ることである。モーゼス・メンデルスゾーン
に代表される当時のベルリン啓蒙主義の影
響、ベルリン・サロンにおける社交性の実態、
読書協会でのゲーテ文学を読むということ、
などを手がかりに研究を進める。第２は「育
徳（美徳）同盟」に所属した主要人物（ヘン

リエッテ・ヘルツ、ドロテーア・シュレーゲ
ル、ヴィルヘルム・フォン・フンボルト、カ
ロリーネ・フォン・ダッヘレーデン等）が織
りなす人間関係の力学並びにこの組織の特
徴について解明することである。個々の友人
関係から発展し、お互いに面識のない者たち
を含む組織が生起した。これは公開を前提に
した書簡交換によるある種の「信頼」（ルー
マン）を前提にしたネットワーク社会であっ
たが、ここに親密圏と公共圏（ハーバーマス）
が様々に交差する。その不安定さの中でバラ
ンスを取っていた同盟がいかに成立し、崩壊
したのか、解明する。そして第３は、フンボ
ルトと妻カロリーネの往復書簡を分析し、友
愛・愛についての理論と実践がいかにフンボ
ルトの「教養」理念形成に寄与したかを解明
することであった。 
 

３．研究の方法 
フンボルトやその他「育徳（美徳）同盟」

に関わる人物の書簡や二次文献をドイツ国
内はもとより日本においても収集し、それら
を精読するという文献研究の手法によって
行った。なお、研究代表者は、フンボルトの
「教養」理念の形成過程を思想史的・社会史
的にアプローチした。出来上がった彼の理論
や業績を表面的に理解するだけでは、その真
の意味内容に達しないと考えるからである。
したがって、彼のテクストをコンテクストを
含めて（構築しつつ）理解することが課題と
なった。 
 

４．研究成果 
 まず第１に、フンボルトらが結成した「育
徳（美徳）同盟」の思想史的・社会史的背景
を解明するために、ドイツ啓蒙主義の代表者
モーゼス・メンデルスゾーンの思想と行動を
明らかにした。とりわけ 1784 年『ベルリン
月報』に掲載されたカントとメンデルスゾー
ンの２つの「啓蒙」論文を起点として、「啓
蒙とは何か」という問いがいかに成立したか、
その経緯を（メンデルスゾーンが名誉会員と
して参加していた）ベルリン啓蒙主義サーク
ル「水曜会」での議論を辿ることにより、メ
ンデルスゾーンの啓蒙理解の特質を解明し
た。 
 メンデルスゾーンを含むベルリン啓蒙主
義サークルにおける啓蒙をめぐる議論は、カ
ントの議論ほど現代思想に対して影響力を
有していないが、1780 年代半ばのドイツ啓蒙
主義者の意識の特質を理解する上では重要
な手掛かりを与えてくれるといえるだろう。
啓蒙を推進しつつもいかに啓蒙すべきか、ま
た現状の偏見をどう利用すべきか等、今日に
おいても妥当するような課題に直面してい
た。つまり当時すでに「啓蒙の弁証法」は意
識されていたのである。啓蒙が道徳や宗教の



破壊につながらぬように、慎重に啓蒙を進め
ようとしていた点にドイツ啓蒙主義の特質
を見ることができた。 

次に「育徳（美徳）同盟」に所属した主要
人物が織りなす人間関係の力学並びにこの
組織の特徴について解明するため、ベルリン
サロンの最初の主催者であり、この同盟の結
成・運営に中心的な役割を果たしたヘンリエ
ッテ・ヘルツとフンボルトとの関係に焦点を
当て、フンボルトからヘンリエッテ・ヘルツ
に宛てられた書簡やヘンリエッテ・ヘルツの
回想録を分析することを通して、両者の交友
関係がいかにフンボルトの「教養」理念形成
に寄与したかについて解明した。 

ヘ ン リ エ ッ テ ・ ヘ ル ツ （ Henriette 
Herz,1764-1847）は、ポルトガルからハンブ
ルクを経て移住してきたユダヤ人家族の出
身であり、ユダヤ人病院の最初の医師ベンヤ
ミン・ド・ルモスの８人兄弟の３番目の娘と
してベルリンに生まれた。ヘンリエッテ・ヘ
ルツの社交界における人生は、まだ 13 歳に
ならない年にユダヤ人医師であり、カントに
師事したマルクス・ヘルツと婚約し、1779 年
12 月１日に結婚してから始まった。夫マルク
ス・ヘルツの周りには哲学や自然科学を論ず
る啓蒙主義者たちが集まる一方で、夫より 17
歳も若い美貌のヘンリエッテ・ヘルツの周り
には疾風怒濤文学に没頭する男女が集まっ
たのである。こうしてベルリンに最初のサロ
ンが 1780 年開かれた。 

ヘンリエッテ・ヘルツは回想録においてフ
ンボルトとの出会いについて次のように述
べている。「私がヴィルヘルムに与えた印象
は消えがたいものであったと見え、私たちは
文通するようにもなった。私は非常に冷静だ
ったので、非常に冷静に彼に手紙を書いた。
しかし彼はあまりそうではなかった」。「私た
ちが知り合ってすぐに、彼は私に従った。彼
は当時およそ 17 歳であった。そして私は数
歳だけ年上だとはいえ、私は女であり、結婚
していた。したがって、はるかに彼より大人
であった。…私は彼をいわば世の中へ手ほど
きしたのである」。 

それに対して、フンボルトはヘンリエッ
テ・ヘルツをどのように見ていたのだろうか。
フンボルトによるヘンリエッテ・ヘルツ宛て
の書簡は、ラーエル・ファルンハーゲンの夫、
カール・アウグスト・ファルンハーゲン・フ
ォン・エンゼの遺品として、彼の姪ルードミ
ラ・アッシングによって編集された書簡集に
掲載された。そこには 27 通の書簡が掲載さ
れているが、1780 年代半ば以降に知り合って
から、1792 年に至る「育徳（美徳）同盟」
(Tugendbund)の時期にあたるものばかりで
ある。 
フンボルトは、ヘンリエッテ・ヘルツが暗

示するように、彼女に対して「情熱的」であ

った。しかしながら、ヘンリエッテ・ヘルツ
による表層的理解とは異なる印象を持つ。第
１書簡（テーゲル 日曜日午前）には、「今
や、火曜会（Dienstag-Gesellschaft）が始
まった。私は、あなたと知り合った。そして
このことは、私の人生の中で最近の重要なエ
ッポックである」と述べている。また第２書
簡（テーゲル 土曜日午後）では、「私の不
満の最大の原因は私自身の中にある」として、
将来有用な人物になるべきであるという周
りからの期待（使命）に対して、孤独への願
望を語っている。しかも「私の唯一の願い、
私の唯一のあこがれ、私が考えることのでき
る唯一の種類の幸福は愛することと再び愛
されることであるが、この幸運を私は決して
享受しないだろう。…原因は私の中にあり、
私はそれを変えることはできない。もし私が
まさに私のような女の子を見つけたとして
も、私自身ほとんど愛さないだろう」とまで
自己嫌悪を示している。フンボルトにとって
こうした危機的状態（運命）にヘンリエッ
テ・ヘルツが関与してくれたことへの感謝を
述べ、朗らかな「この展望を私に提供するの
はあなたが私に示す友愛 Freundschaft であ
る」と述べるのである。このように当時フン
ボルトは精神的な危機に落ち込み、そうした
内面を語れる「親密な」人物としてヘンリエ
ッテ・ヘルツを発見したと言えるのではない
だろうか。しかもこの内的な関係は相互行為
的であった。つまりフンボルトの内面ばかり
でなく、ヘンリエッテ・ヘルツの内面の吐露
も行われたようである。ヤネツキーによれば、
この「極端に誇示された感情は、全くの時代
現象であったこの同盟の本質をすでに示し
ている。徳と愛は、高度の内面性、主観性、
および心情を前提とした理想であった」。ま
たデュルメンによれば、「啓蒙主義の手紙は
その主観性が際立った特徴になっている。書
き手は自分の精神状態と内面的な経験や確
信、いや個人の問題を深いところまで見せて
くれる。…その点、主観的な感情と感覚をも
っとも執拗に語りつづけたのはシュトル
ム・ウント・ドラング時代である」。おそら
くゲーテの『若きウエルテルの悩み』をヘン
リエッテ・ヘルツのサロンで朗読したことな
どが影響を与えたと推測できるだろう。 
このようにフンボルトとヘンリエッテ・ヘ

ルツの「親密な」関係は個人的な関係を超え
て、時代背景や「育徳（美徳）同盟」として
の規則に基づく側面をも反映していたと言
えるだろう。フンボルトはヘンリエッテ・ヘ
ルツとの関係を通して、また愛を通じて徳を
高めるという同盟の理念や実践を通して、フ
ンボルトの中に「教養」（人間形成）という
概念を彫琢するための素地が培われたと言
えるのではなかろうか。 
そして最後に、「育徳（美徳）同盟」がめ



ざした理念と現実について明らかにすると
ともに、そこでの経験を通してフンボルトが
得たものとは何だったのかについて解明し
た。サロンが基本的に来客に対して開かれた
性格を持っているのに対して、一方で秘密裏
に会合を重ねる組織「育徳（美徳）同盟」を
ヘンリエッテ・ヘルツらは設け、フンボルト
をその一員として迎えた。しかし実態として
は、メンバーの多くがベルリン以外に居住し
た書簡によるネットワーク組織であった。ジ
ドウによれば、同盟者たちは互いに内面を遠
慮なく開示し、最もデリケートな感情の動き
を分析したが、それは彼らが互いに面と向か
って対峙するよりもずっと前だった。つまり
互いに面識を得る以前に、親密な会話を書面
によって交わしていたことになる。ドゥ（Du）
が、すべてのメンバーたちを結び合わせ、暗
号が考案され、規約が定められ、最も深い秘
密が開示されることが求められたのである。
この同盟はより親密さを求める実験場であ
り、閉じた性格を有していたと言える。親密
であるからお互いの秘密を打ち明けたわけ
ではなく、親密になろうとして、親密になら
ねばならないという思いから、面識がない場
合であっても互いの秘密を打ち明けたので
ある。またそのため、兄弟姉妹のごとくドゥ
（Du）を用いて、各人は他の者にすべての「魂
の感情」(Seelenemotionen)を伝えるべきで
あるという「規則」が作られ、それが将来的
にお互いを縛ってしまうことにもなった。 

1789 年３月 20 日に、カロリーネ・フォン・
ボイルヴィッツ宛ての書簡でフンボルトは、
次のように言う。「私たちの目的は、私たち
自身の陶冶 ausbildung であり、私たちの内
なる道徳的感性を高めることである。私たち
の方法は、友愛 freundschaft と愛 liebe で
ある。しかしながら、そのためには自由が必
要である。自由なしには、あの完成は大きく
なり得ないし、自由なしには友愛と愛が成長
しないのである。したがって、私たちの場合
の第一法則は、自由であらねばならないし、
この自由を制限するすべてのものはその目
的に反している」。 
カロリーネ・フォン・ダッヘレーデンから

最初の書簡（1788 年 7 月 28 日、ブルクエル
ナー発）を受け取った時はまだ互いに面識が
なかったが、その後数回の出会いや主に書簡
のやり取りを通して、互いを理解し合い、や
がて 1789 年 12 月 16 日の婚約へ、そして結
婚(1791 年 6月)に至るのである。この出会い
はフンボルトにとって、「育徳（美徳）同盟」
の間違いない「成果」であったが、この同盟
自体はその後解消されてしまったのである。 

「人間の真の目的は、－それは変わりやす
い傾向ではなく、永遠に変わらない理性が指
定するのだが、人間のもつ諸力を最高にしか
も最も調和のとれた、一つの全体に形成する

ことである」。 
フンボルトは 1792 年に『国家機能限界論』

を執筆し、その中でこのように人間の「教養」
理念をうたい上げ個人の調和的完成がなさ
れるよう、国家は自らを限定づけるべきだと
主張した。そのために必要な条件として「自
由」と「状況の多様性」をあげる。「いくら
自由であっても、またどんなに独立した人で
あっても、単調な環境におかれていたのでは
あまり発達しない」。「誰でも一度に一つの力
だけを働かせることができる、あるいは、人
間の全存在は同時に一つの活動だけに向け
られる。したがって、人間は一面性へと規定
されているように見える…」からである。こ
うした条件の下、個人の「形成」を促すのは、
フンボルトによれば「他者との結合」
Verbindung mit anderen である。「存在者の
内部に由来する結合によって、人は他者の豊
かさを習得しなければならない」。そのよう
な「性格形成的結合」の例として「両性の結
合」を挙げている。しかしまた「そのような
結合が形成上効果があるか否かは、つねに結
合の親密さと同時に、結合されている者の自
立性が維持される程度にかかっている」。 

以上のように見ると、フンボルトの「教養」
理念の本質要因として、自立した個人と個人
の結合という社交性が措定されていること
が明らかである。人間の出発点としての個性
（一面性）が他の個性（一面性）と相互作用
することによって、次第に人間として釣り合
いが取れていく過程を、フンボルトは「教
養・陶冶」と理解したのである。それは、同
盟を通じて知り合い、後にフンボルトの妻と
なるカロリーネ・フォン・ダッヘレーデンと
の友愛・愛を介して生起したものであると言 
えるだろう。 
以上の研究成果を「ヴィルヘルム・フォ

ン・フンボルトの『教養』理念形成における
社交性の問題」と題して、教育哲学会第 52
回大会（於：名古屋大学）にて発表した。 
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